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「ピアノ学習上の問題点とその考察」
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?、 はじめに
二、音楽アンケート及びその考察
　　（幼児教育科平成3年度生の場合）
三、運指に関する問題
四、おわりに
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?， はじめに
　最近音楽を嗜む人や趣味で楽器を弾く人達が多い。クラシック音楽は，T
Vのコマーシャルにも頻繁に使用され，ドラマや映画のテーマミュージック
にも使われている。さらにミュージックセラピーとしての研究もかなり進ん
でおり，一般の人々達にもC　D（コンパクトディスク）やその再生機等が入
りやすくなり，自分の好きな音楽を何回でも聞くことができ，自分のライフ
スタイルに合せたB　G　Mとして聞かれる等，生活の一部として切っても切れ
ないものになっている。このように音楽が広く普及した状況にあって，楽器
を弾く人の中でもピアノを弾く人が一番多い，特に日本では幼い子供の時か
ら習わせていることが多いし，近年高齢化社会になって，ボケ防止などと言っ
て60の手習を始める人も増えている。又，N　H　Kの教育テレビでもカルチァ
教室的番組として取り上げ，ピアノは一般的に見ても一番取り組み易い楽器
になっている。その理由を考えると，他の楽器は弦楽器にしろ管楽器にしろ
単旋律を奏でるのが殆どで，伴奏者や合奏を伴わないとアンサンブルを楽し
めないが，ピアノではそれらのパートを両手で一度に合奏する訳であり，あ
る程度弾けるようになれば一人で存分に楽しめるからである。
　幼児が音楽に触れることや経験することは，家庭で母親から受け継がれる
か，幼稚園や保育園で保育者から教えられるのが常である。現代の子供の社
会を考えると，昔のような近所の広場や神社等で子供達どうしの遊びが全く
なくなってしまった。その子供どうしの遊びの中では，童歌や伝承的な歌が
行われていたはずである，しかし今では皆無としか言いようがない。こうし
た情勢下を考えると，これからは子供が集まる幼稚園や保育園等の音楽的環
境や保育者の音楽的素養が非常に重要視されるのは当然のこととなる。
　音楽を子供に伝える場合，最近ではピアノ演奏の技量がなくても，又，ピ
アノを使用しなくても，他のことで正しく子供に音楽を教えることができれ
ば良いと言う理解がされつつある，しかし，始めは口移しで教えていても子
供がだんだん歌えるようになるとやはりピアノ演奏をともなって行われるの
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が大半である。筆者は前半で述べたように音楽が広く世の中に普及している
ことと，こうした情勢を踏まえ幼児教育者にとって必要欠くことができない
ピアノの技量を，日常の学習上問題になる点について，今回は特に運指（指
使い）についてあえて述べる者である。
二，音楽アンケート及びその考察『
　本学の場合ピアノは必修科目であり殆どの学生が履修せねばならない。幼
児の時や小学生の時に経験している者もかなり多い，入学直前にピアノを経
験している者も少なくない，しかし，未修得者も多い。その比率は年によつ
て異なるが6：4～7：3位で未経験者の方が少ない。しかし入学前に経験し
ているからと言って良い演奏ができるとは限らない，むしろ未経験者でも堅
実にコツコツと学習する方が伸びているし卒業時に逆転している者すら少な
くない。これらのことは，長年の教師生活から培った経験上の知識であり資
料である。しかし，実際のところ学生の音楽経験，特にピアノの経験はどう
なのだろうか疑問をもつところであり，前述のごとく常に先入観を持って学
生を見てしまうことは間違いであると思い，今後の学生の技術向上の資料と
なり，現実を知ることから半期を過ぎた1学年の学生に次のようなアンケー
トを実施した。
　　　　　　　　　　　「音楽・アンケート」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H3．11
Q1，音楽は好きですか。
　　　a．好き。　イ．クラシック　　ロ．ポピュラー
　　　　　　　　ハ．流行歌やニュウミュージック
　　　b．嫌い。
Q2，人の前でピアノを弾いたり，歌をうたったりするのは平気ですか。
　　　a．割りと平気。
　　　b．絶対いやである。
　　　c．ドキドキしたり上がったりするので少し抵抗がある。
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Q3，高校時代に音楽の授業を取りましたか。
　　　a．取った。　選択で　イ．1年問　ロ．2年間　ハ．3年間
　　　　　　　　　必修で　イ．1年間　ロ．2年間　ハ．3年間
　　　b．取らない。
Q4，白鴎女短大に入る以前，音楽教室や先生についてピアノを習ったこと
　　がありますか。
　　　a．ない。
　　　b．ある。　いつ頃ですか。
　　　　　　　　　イ．小学以前　　　　　　ロ．小学1～3年頃
　　　　　　　　　ハ．小学4～6年頃　　　二．中学頃
　　　　　　　　　ホ．高校頃
　　　　　　　　どのくらいの期問ですか。
　　　　　　　　　イ．1年未満　　　　　　ロ．1年以上2年未満
　　　　　　　　　ハ．2年以上4年未満　　二．4年以上6年未満
　　　　　　　　　ホ．6年以上8年未満　　へ．8年以上10年未満
　　　　　　　　　ト．10年以上
　　　　　　　　どの程度までやりましたか。
　　　　　　　　　イ．バイエル中間程度　　　ロ．バイエル終了程度
　　　　　　　　　ハ．ソナチネが弾ける程度　二．ソナタが弾ける程度
　　　　　　　　　ホ．ッェルニー40番練習曲やショパンの曲が弾ける程
　　　　　　　　　　度
Q5，卒業までにピアノでどんな曲が弾けるようになりたいですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上である。
　このアンケートは，幼児教育科1年生の表現（音楽）の時間にクラス毎に
行った。この授業には二部からの転科希望生20名余りが含まれている。学生
数164名であるが，実際は164＋21となる。しかし，クラスによっては連休の
翌日で出席状態が良くないところもあってアンケートとを実施する条件が必
ずしも適確な時期とは言えない。
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　結果は次のとおりである。
　　総回答者166名・　　　　　　　（以下カッコ内の数字は人数を表す）
Q1，音楽は好きですか。
　　　a，好き。　（17）　イ．クラシック（12〉　ロ．ポピュラー（7）
　　　　　　　　　　　ハ．流行歌やニュウミュージック（86）
　　　　　　　　くこの他，イとロ（6），イとハ（9），イとロとハ（23），
　　　　　　　　ロとハ（6）のダブった回答があった〉
　　　b，嫌い。　（0）
Q2，人の前でピアノを弾いたり，歌をうたってりするのは平気ですか。
　　　a，割りと平気。　　（39）
　　　b，絶対いやである。　（10）
　　　c，ドキドキしたり上がったりするので少し抵抗がある。（118〉
　　　　　〈このうちaとbにダブリの回答者が1名いる〉
Q3，高校時代に音楽の授業を取りましたか。
　　　a，取った。
　　　　　選択で　イ。1年問（15）　　ロ．2年間（27）
　　　　　　　　　ハ．3年間（23）
　　　　　必修で　イ．1年間（23）　　ロ．2年問（4）
　　　　　　　　　ハ．3年間（4）
　　　　　　　〈このうち選択のイと必修のイにダブリが2名，選択のイと
　　　　　　　必修のロにダブリが1名いる＞
　　　b，取らない。（76）
Q4，白鴎女短大に入る以前，音楽教室や先生についてピアノを習ったこと
　　がありますか。
　　　a，ない。（35）
　　　b，ある。　（131）
　　　　いつ頃ですか。　（回答数は，色々な期間に重なって複雑であり，
　　　　　　　　　　　　後に考察として述べるので省略する）
　　　　　　　　　　　　　　一　5　一
　　　　　イ．小学以前　　　　　ロ．小学1～3年頃
　　　　　ハ．小学4～6年頃　　二．中学頃　　　ホ．高校頃
　　　　どのくらいの期間ですか。
　　　　　イ．1年未満　　　　　（11）　　ロ．1年以上2年未満（13）
　　　　　ハ．2年以上4年未満（26）　　二．4年以上6年未満（21）
　　　　　ホ．6年以上8年未満（26）　　へ．8年以上10年未満（20）
　　　　　ト．10年以上　　　　　（14）
　　　　どの程度までやりましたか。
　　　　　イ．バイエル中間程度　　（24）
　　　　　ロ．バイエル終了程度　　（39）
　　　　　ハ．ソナチネが弾ける程度（37）
　　　　　二．ソナタが弾ける程度　　（14）
　　　　　ホ．ッェルニー40番練習曲やショパンの曲が弾ける程度（11）
　　　　　他に，わからない（6）
Q5，卒業までにピアノでどんな曲が弾けるようになりたいですか。
　　　回答数め多い順に載せると，
　　　＊幼児曲（保育園や幼稚園で役に立つ曲，幼児曲の全部，幼児曲をす
　　　　らすら弾けるようにしたい等も含む）（27〉
　　　＊有名な作曲家の曲（名曲，難しい曲，リスト，シューベルト，ラフ
　　　マニノフ，モーツァルト，ベートーヴェン等の曲を含む）（27）
　　　＊ショパンの「別れの曲」　（21）
　　　＊ショパンの曲（エチュード，ノクターン，ワルッ等他のショパンの
　　　曲を含む）（10）
　　　＊ソナタ（7）
　　　＊ベートーヴェンの「エリーゼノ為に」（6）
　　　＊ショパンの「革命」（5）
　　　＊「トルコ行進曲」（5）
　　　＊授業のテキストの曲を一通り（卒業できる程度も含む）（4）
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　　　＊「乙女の祈り」（4）
　　　＊すべての曲（3）
　　　＊色々な曲（2）
　　　＊ある程度のピアノ曲（2）
　　　＊「あこがれ」（作曲者？）（2）
　　　＊「ロミオとジュリエット」（ポピュラー？）（2）
　　　＊ディズニーの曲（「星に願いを」も含む）（2）
　　　以下は羅列すると，
　　　＊ソナチネアルバム，＊ポヒュラーな曲，＊楽しい曲，＊練習が苦に
　　　ならない曲，＊協奏曲，＊学校のグレードCの曲を全部，＊ブルグミ
　　　ューラー（きれいな流れ），＊結婚行進曲，＊月光，＊月の光，＊幻
　　　想即興曲，＊子犬のワルツ，＊ラ・カンパネラ，＊春の歌，＊美しく
　　　青きドナウ，＊G線上のアリア（オリジナルなピアノ曲ではない）
　　　以上である。
　まず，Q1の「音楽は好きですか」の質問について考察すると，とにかく
幼児教育科の学生は音楽が好きでなければ何も始まらないないと言う理由か
らであり，結果が分かるまでは非常に心配だった。しかし，「嫌い」の回答
は0で案ずることはなかった。このことは，ピアノばかりでなくソルフージュ
や表現等他の音楽の授業にもかかわる根本的な問題である。音楽のジャンル
はこの他にもポップスや邦楽等もあり意外に広い，この3つの分類では決め
がたかったのであろうが，現代の若者達らしく「流行歌やニューミュージッ
ク」に86人と非常に多く，これはいわゆるカラオケの影響であろうか52％に
もなる。すると約半数の者が流行歌やカラオケが好きなことになる。又，時
代の流れであろうか俗に言われている言葉であるが私にはニューミュージッ
クとはどんなものか認識していない。やはり「クラシック」と言っても一般
的な言葉で内容も色々あるが，女の娘には珍しく「クラシック」だけに12人
も回答があった。そして他とダブって回答したイとロ，イとハ，イとロとハ
を合計すると50人となり30％の者がクラシックが好きである。なお，単なる
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音楽は「好き」と答えた17人も含めれば67人となりクラシックの愛好者は40
％にも及ぶことになる。
　次のQ2，「人の前でピアノを弾いたり，歌をうたったりするのは平気で
すか」では，Q1と大体同じ理由の質問であり，幼児教育者は子供の前でも
父兄の前でも自分の考えや心に感じていることを表現しなければならない。
このことは一見易しいようでなかなか難しい，実際になると尻込みしてしま
う。少しリーダー的な面も持っていればそれにこしたことはない。しかし，
うたったりピアノを弾いたりすることは，もう少し別の面も含まれる。つま
り自分の気持ちをコントロールして感情を表現できるかと言うところにある。
少しずつの経験で培えば良いのであるが，恥ずかしいとかあがってしまうと
かそれ以前のところでくじけてしまう。回答をみると「割りと平気」に39人
で23％，「ドキドキしたりあがったりするするので少し抵抗がある」に118
人これは71％とかなり高い，そして「絶対いやである」に10人いるがほんの
6％に過ぎない，この学生についてはピアノやうた以外のことで個性を出し
て欲しい。私は，cの「少し抵抗がある」は71％であるが，殆どの者がこれ
からの授業や実習等で身につくことであり，むしろこの方がこれからの努力
によって安定した自信を培うことができるものであると信じている。
　次のQ3の質問では大きな理由があるわけではない，広義な音楽の経験と
言う意味でアンヶ一トした。結果は授業を取った学生が90人と54％でやや多
い，ダブっている者が3名程いるが選択と必修を合わせると1年間，2年間，
3年間の順でそれぞれに38人，31人，27人である。音楽の授業を取らなかっ
た者でも，楽典やソルフェージ等の音楽の知識もさることながら未開な感性
を開拓して欲しい。
　Q4は今回の論旨となる一番興味あるところであるが，結論から言うと思っ
ていた以上にピアノの経験者が多く131人で79％でり，経験のないものは35
人で21％であった。これは，年によって異なるであろうが経験のない者が10
％も少なくなり，今までの観念を改めなければならない。
　さらに分析を進めると，経験年数に対し経験の時期は次のグラフ1のよう
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になる。
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1年未満　1～2年　2～4年　4～6年　6～8年　8～10年　10年以上
　内訳（経験年数）　　　　　（経験時期）　　　　（人数）（合計）
　イ、1年未満　　　　　小学1年～3年　　　　2　　11
　　　　　　　　　小学4年一6年　　　　1
　　　　　　　　　高校　　　　　　　8
　ロ、1年以上2年未満　小学以前　　　　　　　3　　13
　　　　　　　　　小学！年～3年　　　　3
　　　　　　　　　小学4年～6年　　　　4
　　　　　　　　　高校　　　　　　　3
　ハ、2年以上4年未満　小学以前～小学3年　　1　　26
　　　　　　　　　小学1年～3年　　　　10
　　　　　　　　　小学4年一6年　　　　4
　　　　　　　　　小学1年一6年　　　　5
　　　　　　　　　小学4年～中学　　　　1
　　　　　　　　　小学以前～3年と高校　2
　　　　　　　　　高校　　　　　　　2
　　　　　　　　　忘れてしまった　　　　1
　二、4年以上6年未満　小学以前～小学6年　　4　　21
　　　　　　　　　小学1年～6年　　　　11
　　　　　　　　　小学4年～中学　　　　4
　　　　　　　　　中学～高校　　　　　2
　ホ、6年以上8年未満　小学以前～小学6年　　18　　26
　　　　　　　　　小学1年～中学　　　　4
　　　　　　　　　小学4年～中学・高校　1
　　　　　　　　　小学校と高校　　　　　3
　へ、8年以上10年未満　小学以前～6年　　　　6　　20
　　　　　　　　　小学1年～中学・高校　10
　　　　　　　　　小学校と高校　　　　　3
　　　　　　　　　忘れてしまった　　　　1
　ト、10年以上　　　　　小学以前～中学　　　　5　　14
　　　　　　　　　小学校二中学・高校　　9
　　　　　　　　　　－9一
　これらの中で注目したいことは，まずイ．1年未満の項目で高校の時期に
8人と，他の小学の時期が1人か2人なのに対し多くなっている。全体から
比べれば非常に多いと言う訳ではないが，この学生達はおそらく幼児教育科
に進路が決まったので，ピアノを習ってきたのであろう。1年以内とは言え
自分の将来の事を考えある程度（両手の指が自分の意思でばらばらの動きが
可能である）の技能や予備知識を身につけておくことは良いことである，今
後も進度はともあれ未修得よりはこう言う学生が増えることを望んでいる。
又，ロ．1年～2年未満になると高校の時期は3人とぐっと少なくなる。こ
れはト。10年以上を除き他の経験年数の項目と同様に少なくなっているが，
この時期は時間的余裕よりもむしろ嗜好の違いが第一の理由で，次に青年期
は何かとお金がかかり出費がかさむ時期であり金銭的な事になろう。
　次に注目したい事は高校の時期と同じく，中学の時期もイ・1年未満とロ。
1年～2年未満では0である。この状態は次のハ．2年以上4年未満の時期
においても少ない。この時期を考察すると，一般的ではあるが受験勉強等で
塾に通うことも多く，クラブ活動や部活動が義務付けられており時間的な余
裕が少なくなっているのが理由であろう。
　そしてハ．2年以上4年未満の時期から全般的に経験者の人数は20人～26
人とやや多い，特にへ　8年からト．10年以上を合わせると34人と長年に渡
り経験している者炉多く，幼児教育科であっても専門的に精通している上級
者がかなりいると言うことである。
　しかし，果してどのくらいの程度の者がいるかと言うことであり，内容が
問題である。そこで，どのくらいの程度の者が，どのくらいの経験年数であ
るかをさらに詳しく分析を進めた。
　グラフ2　イ。バイエル中問程度　　　　　　　　　　　計24人
　　　　　ロ。バイエル終了程度　　　　　　　　　　　計39人
　グラフ3　ハ。ソナチネが弾ける程度　　　　　　　　　計37人
　　　　　二。ソナタが弾ける程度　　　　　　　　　　計14人
　　　　　ホ。ツェルニー40番やショパンが弾ける程度　計11人
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　これらの統計の内，経験時期が例えば小学以前と，小学1年から小学2年
と言うように項目がダブッている者もおり，複雑になってしまうので経験時
期は省略し経験年数と弾ける程度の統計にした。
　この表から考察できることは，まずグラフ2の中でに経験時期は表せなかっ
たが1年未満の経験でバイエル中間程度まで弾けると答えた9人中6人が高
校の時期である。そしてバイエル終了の2人の時期はやはり高校であり，こ
れらの学生は前に述べた幼児教育科に進路が決まったので，大学に入る前1
年間経験した者であることを裏付けている。とすると，2名の者が努力によっ
て基礎（テキストの善し悪しは除いて）的なバイエルを1年で終了すること
ができ，6人が1年で中問程度まで修得したことになる。グラフから見る限
りバイエルを終了できる平均的な年数は2年～4年であり，次いで4年～6
年，1年～2年となる。そしてバイエルを終了した一番多い2～4年問の経
験の内訳は小学4年～6年頃に7人，小学1年～3年頃に4人，小学4年～
中学頃に2人，高校頃に2人である。バイエルを終了した三番目の1～2年
の経験で，7人中小学4年～6年に3人，高校で3人，小学1年～3年に1
人である。バイエルを終了した二番目の4～6年間の経験では小学以前～6
年頃に8人，小学4年～中学頃に3人である。これらのことで考察できるこ
とは，ピアノの基礎であるバイエルを修得できる適時が，子供では小学4年
～6年頃で早い者で1・2年，普通で2～4年で終了できる。これは子供が
音楽を理解できる能力の時期があり，ある程度年令が高ければ早く修得でき
ることを意味している。だとすれば，中学頃が音楽を理解できる能力の一番
理想的な時期である。しかし，この時期は前から引き続いている者が少数で，
この中学頃から始めるものは2～3人でだけでまったくないと言っても過言
ではない。この情勢はどうしたことだろう。又，高校生頃であれば，怠けず
に学習すると早い者で1年，普通で1～2年で修得できることになる。グラ
フ2で見られる6～8年に4人と10年以上に1人は，非常に早くから始まっ
たことと時期を開けて行った者であり，早すぎて音楽が理解できなかったか，
テキストが適していなかったか，或はこの学生達にピアノが合わずサボリぎ
12一
みで音楽教室に通っていただけということも言える。
　次にグラフ3では，ソナチネが弾ける程度に6～8年が一番多く次いで8
～10年・4～6年になる。ソナタが弾ける程度では，8～10年・6～8年・
10年以上の順になり，ショパンが弾ける程度は10年以上・8～10年・6～8
年の順である。これらは難度が高いものほど経験年数が多くなることを意味
しており，10数年以上経たなければショパンの曲が弾きこなせないことにな
る。10年以上ということは小学1年から始めても高校までかかり，子供の時
期はずっとピアノを続けていなければならない。その間に中学受験や高校受
験があり，少しの間休むこともあろう。稽古ごととはいえ大変な年月である。
　しかし，幼児教育者として必要な技量は童謡やわらべうた等の伴奏や弾歌
いであり，けして高度な技術を要求していない。このグラフ3でいえばソナ
チネが弾ける程度を必要としている，ソナチネ程度が弾ければある程度の幼
児の歌も弾けるはずである。表では6～8年が一番多く次いで8～10年・4
～6年になっている。これらの時期は小学頃から中学・高校にかけてやって
いる者で，あくまでも子供の時期である。
　グラフ3の内，ソナタが弾ける程度やショパンが弾ける程度の者達は，い
わゆる上級者達である。その割合はピアノの経験者の中で19％であり，約2
割程度でありきわめて少ない数である。そして，大学に入学の時点で幼児教
育者としてやっていけるであろう処の程度は，バイエル終了程度の39人とソ
ナチネを弾ける程度の37人を合わせると58％になり半数以上が適格者であり，
さらに上級者も含めると77％が適格者である。これらはあくまでも数字上の
推測であり，バイエル中間程度や未経験者が幼児教育の適格者ではないと言
うことではない。もちろん未経験者や未修得者でもやり方で充分に適格者に
なれるし，それ以上の進歩があることがある。むしろ上級者やある程度弾け
る者達の方が，入学後さぼってしまい伸びていないのが現状である。
　最後に，Q5卒業までにどんな曲が弾けるようになりたいですかでは，ベ
スト1に幼児曲，同数の有名な作曲家の曲，ベスト2にショパンの「別れの
曲」，ベスト3にショパンの曲，ベスト4にソナタ，ベスト5にベートーヴェ
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ンの「エリーゼの為に」，以下省略となっている。これを見ると，さすがに
幼児教育科に入った者らしく，幼児曲が保育園や幼稚園で役に立つ曲で一番
多い，しかし，それらの27人はピアノ未経験者の35人に及ばなかったのが残
念である，せめてそれ以上の数字は欲しかった。そして同数に有名な作曲家
の曲となっているが，これはその数からいってぞれらの作曲家の名前や曲名
をしらない者達で，まだピアノを修得しているとはいえないバイエル中間程
度やバイエル終了程度の者達の回答であると推測すれば納得がいく。ベスト
2にショパンの「別れの曲」となっているが，これは厳密には次のベスト3
ショパンの曲に含まれるのであるが，順位を別にしたのはあまりにもこの曲
名だけが多かったからである。これはおそらくテレビの「101回目のプロポー
ズ」と言う番組の影響で視聴率がかなり良かったからであろう。非常に難曲
であるという程度は知らなくても，印象に残るテーマミュージックをテレビ
番組の内容と自分をオーバーラップしてやってみたい一つに挙げたのであろ
う。そしてベスト5あたりから，俗に知られている誰でもやってみたいと答
えるであろう曲名が出てくる。難しい曲よりもむしろこの程度の曲の方が幼
児教育者にとってためになると思うが，数が少ないのが残念である。
　「まとめ」　アンケートを振り返ってみると，まず音楽ぎらいの学生はい
ない，そして人の前ではやや恥ずかしく少々ためらいがある。これは少し安
心できたところであるし，恥ずかしさや上がったりすることは徐々に培って
ゆけることである。又，高校時代に音楽の授業を受けた学生は54％で約半数
以上の者が色々な時代の様々な音楽に接し，心の感覚を触れてきた。けれど，
音楽の授業を受けなかった者でも音楽だけが感性を磨くこととは限らない，
芸術も又そうである。学問であっても他の何であっても感性は磨けるはずで
ある。要は個人個人のセンスがこれから生きて行く経験にどうかかわってゆ
くかと言うことにある。学生である以上切磋琢磨とした態度で，様々なもの
を受け入れられる柔和な感性であってほしい。
　次に，今までピアノの経験者は入学者の6・7割りであると思っていたが
今回のアンケートで8割程度に少し割合が増えている。その中で，バイエル
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終了程度とソナチネを弾ける程度が一番多い。それは全体の46％程であり，
上級者を含めて全体の60％程度である。幼児教育者の適格者数としては，現
時点では遺憾であり今後の課題になるが，卒業時点では殆どの者が適格者と
なっているはずである。又，その時点での研究もやってみたい。ピアノの経
験年数は，広範囲に渡っており2年ぐらいから10年ぐらいにかけての経験者
が多く，中でも小学生の高学年の時期が多かった。ピアノでどんな曲を弾け
るようになりたいか，の質問では，科の特性のある幼児曲（童謡等）が一番
多く無難な回答であった。夢も含まれるような質問であるから，現実の程度
にあった曲名を挙げなくても当然だが，ピアノ音楽を詳しく知る者が少なく，
やたらに難しい曲名を挙げる者が多かった。難しい曲も自分の技量や精神を
高める上で大切なものであり，常に挑戦して行かなければならないものであ
ると思う。しかし，幼児教育にふさわしい音楽やピアノ曲が，様々な時代様
式の有名な作曲者にも必ずあり，そういう小品から子供の心理や作曲者の心
情，そして自分の感性を表現していく，よい教材になるものである。
　以上が今回のアンケートで感じたことであり，学生の状況がある程度理解
できた。しかし，現実の授業ではこんなに長くピアノの経験をしてきた者が
と思うくらいの弾き方であり，特に運指（指使い）が粗雑である。運指をお
ろそかにせず丁寧な学習をすれば，効率が上がり上達も早いと切実に思い，
次にその考察をする次第である。
三，運指（指使い）について
　音楽は，音の列や音の固まりでできている。それは音がつながって進んで
いる場合，音が跳び跳びに進んでいる場合，音の列が平行に進んでいる場合，
音の列が逆に進んでいる場合，音の固まりで進んでいる場合等色々な組み合
わせになっている。簡単に言ってしまえば，易しい曲は音の配列が簡素に出
来ているし，難曲は音の配列が複雑である。余談であるが，私は科学的なこ
とや統計学的に詳しくないのでよく分からないが，おそらく有名な音楽や良
い音楽と呼ばれるものは，良い音の配列で出来ているのであろう。よく言わ
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れている事であるが，モーツァルトの音楽は音階でできており左手は分散和
音がよく使われる。ベートーヴェンの音楽は和音の進行でできているそして
ショパンの音楽は左手が跳躍して音域が広くできている。
　このように複雑になっている音の配列をピアノで演奏する場合，ある程度
の運指の規則や慣例がある。それは人間の体の構造上の問題で，西洋人や東
洋人と言った人種の違いや体の大きさ（手の大きさで運指が多少変化するこ
とはあるが）の違いがあるにせよ，誰もが同じ体の構造をしているからであ
る。この慣例になっている運指法が身につくまでが重要な事となる。いいか
げんに学習している者はなかなか良い運指法が身につかない，素直な気持ち
になって楽譜に忠実に書いてある運指法に添って学習することである。初心
者ではテキストに従って学習していると，ある時期になればおのずと指がほ
ぐれて各々の指が独立しバラバラの動きが可能になってゆくものである。そ
の後も規則正しくテキストにそって学習していれば，運指の方法は完全に身
について中級上級へと進んで行くが，えてしてそれまでの生活経験や運動経
験から，自分の使い易い慣れた指を使いがちになってくる。さらにその乱れ
が頻繁になると癖になってしまうものであり，直らなくなってしまうのであ
る。悪い運指の為にその部分が障害となってしまい先に進まなくなり，スムー
ズな音の流れやリズムにならず曲全体を壊してしまうのである。
　幼児教育科の学生は特にこのようなタイプが多いようであり，前のアンケー
トとでも分かるようにピアノの経験人数や経験年数は多いのであるが，正確
な弾き方をしている者は少ない。楽譜を見て何の音であるかと言うことばか
り気を取られなかなか運指法にまで気が回らないようである。又，ある指使
いに慣れてしまうと途中で他の指使いに変更してもなかなかその指使いに変
えることが難しくなってしまうのである。やたらに指を変えるのはアクセン
トやバランスを損なうので良くないが，童謡の伴奏や色々な曲を弾く時も，
常に指使いを研究し，できるだけ早く適切な運指法をみつけピアノの学習を
進めるのが，上達の近道となるのである。
　ピアノの鍵盤を思い浮かべると分かるように，左の端から右端まで白鍵3
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つと黒鍵2つ，白鍵4つと黒鍵3つの不均等な集まりでできている。これは
1オクターブを12の平均律にしたもので，白鍵だけを見るとC音（ハ音）を
基準にした長音階とA音（イ音）を基準にした短音階ができている。しかし，
鍵盤上のどの音から始まっても長音階や短音階はできるのであるが，白鍵と
黒鍵が混じってより複雑になる。そして，この鍵盤の構成から色々な音階や
色々な和音ができ，指の使用法も根源はここから決まってくる。
◆音階（長調や短調）の場合，音は7つあり人間の指は5本しかないので途
中で親指を他の指の下にくぐしたり，中指や薬指が他の指の上をまたがねば
ならない。これは左右の手とも同じ場所ではなく異なった所で行わなくては
ならず，両手で揃えて弾く場合等非常に難しい。又，黒鍵から弾き始める調
は親指からではなく人差し指や中指から始まる場合もある。このように音階
の運指は複雑であり，ピアノの鍵盤の白鍵と黒鍵の凸凹でスムーズな運指や
音量にならない。それに5本の指一本一本が同じ力をもっている訳ではなく，
音一つ一つの粒が揃わずバランスを損なってしまうので注意しなければなら
ない。流暢に弾けるようにするには，手が自然に動き定着するまで何度も何
度も繰り返し練習し，体で覚えなければならない，そして弱い指の為にもリ
ズム変奏や片手の訓練も怠ってはいけない。練習はまず親指をくぐすことか
ら始める。親指をくぐす時は手が上下に揺れたり左右に振ったりせず，余計
な力が入らない自然な形を作るようにする。音階になると，始めは指一本一
本で弾くが，慣れてくると腕全体の重さを各々の指が支えて移していくよう
に弾く。この時親指は一音前からくぐる準備をしていなければ音階がスムー
ズに流れない。　〔譜例1〕
◆和音やアルペジオ（分散和音）の運指は，音の固まりを瞬時に弾けること
や，和音の連続に進み易い指使いになっている。この場合多少指間の拡張や
指をよせることが必要となり，アルペジオが長く続く時等は腕全体の柔和さ
も必要になってくる。学生の場合一番多い指の乱れがこの和音やアルペジオ
である。いつも自分が使い易い同じ指ばかりにならず，どうしてこの指にな
るのかどの指使いが次と続けられるのかよく考える事である。この運指は必
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ず慣例となっている使い方を身につけ，自分に必要な曲や幼児の曲の中で生
かせるようにすることである。〔譜例2〕
◆3度・6度の重音やその他の運指，ハーモニーとしてきれいな響きで合唱
や合奏によく使われるがピアノでも頻繁にでてくる。技術としては非常に難
しいので初心者には大変である，なぜなら音楽がきれいな響きを要求してい
るので力のバランスとレガートにすることが難しいことであり，体の緊張特
に手や腕の力が抜けていなければ弾くことが困難である。又，白鍵ばかりで
なく黒鍵を含んでいることが多く，音が不揃いになりやすいので運指には特
に注意しなければならない。　〔譜例3〕
　〔譜例1〕音階の練習
1－a　二つの音をずっと押えていながら親指だけ動かす練習。
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　親指の音は十分のばしてできるだけレガートに弾きましょう。
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〔譜例3〕3度や6度の重音の練習とそれが含まれる幼児の歌
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　3度や6度の重音が使用されている小品
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四，おわりに
　今回は，最新のアンケートから学生達の音楽経験の状況を分析し，普段ピ
アノの授業で学生達の学習状態を観察してきた経験により，学生達が最もま
ちがい易い「運指について」考察した。専門分野の中でも多くの人達がこの
問題で悩み，多くの人がこの課題について論じており，専門の書物も多い。
その一部を紹介すると，北海道教育大教授の横谷瑛司氏は「運指法の哲学」
で指使いを次のようにまとめている。（注1）
　イ．指使いの決定は自立的でなければならない。
　ロ．良い指使いとは音楽表現の目的に適合したものでなければならない。
　ハ．指使いは一義的なものではないが，選択の基礎となるべき一定の原理
　　が認められる。
　二．指使いは画一的ではなく，楽譜上の指使いはしばしば表面的で最良と
　　　はいえない。作曲者の指示によるものでも示唆以上のものではない。
　ホ．指使いの良否は個人差も考慮に入れなければならない。
又，ピアニストの山崎孝氏はその「運指についての多角的考察」の最後にこ
のようにまとめている。（注2）
　「指使い」というものは新しい曲に接した時点で熟考されねばならない。
　何故ならば白紙に墨で書いていくように，一度決めた指使いを後で変える
　のは難しい。だからこそ，初期教育における，指使いの訓練は大切である。
　すなわち，基本の指使いを徹底に習得してこそ，コルトーやレヴィの両極
　の存在が有効なものとなる。
以上のごとく運指については，基本となる運指は初期において充分に訓練し，
その運指が新しい曲において音楽的表現にかなったものであり生かされるも
のであって，充分に熟考し決定されるものである。このように指使いは音楽
の専門家を志す者でなくとも，幼児教育科の学生であっても，研究しやらな
くてはならない一つの要素であり，ピアノを弾く者の宿命である。よっで今
後の学生ゐ学習に期待する者である。
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